
○自由度が高い任意の立体形状を造形する立体造形技術（ただし、（三）
精密加工に係る技術に含まれるものを除く）

○具体的には、
・金属、セラミックス、プラスチック、ガラス、ゴム等様々な材料を所用の強度や性
質、経済性等を担保しつつ、例えば高いエネルギー効率を実現するための複雑
な翼形状や歯車形状等を高精度に作り出したり、高度化する医療機器等の
用途に応じた任意の形状を高精度に作り出したりする技術全般
・射出成形、押出成形、圧縮成形、プレス成形等の造形方法
・鋳型空間に溶融金属を流し込み凝固させることで形状を得る融体加工技術
・金属粉末やセラミックス粉末の集合体を融点よりも低い温度で加熱し固化さ
せることで目的物を得る粉体加工技術
・次元データを用いて任意の形状を金型等の専用工具を使わずに直接製造で
きる積層造形技術

など

立体造形技術とは・・・

特定ものづくり基盤技術「６．立体造形技術」

１．デザイン開発技術

２．情報処理技術

３．精密加工技術

４．製造環境技術

５．接合・実装技術

６．立体造形技術

７．表面処理技術

８．機械制御技術

９．複合・新機能材料技術

１０．材料製造プロセス技術

１１．バイオ技術

１２．測定計測技術



川下分野 課題及びニーズ

共通
ア．高機能化
イ．品質保証
ウ．長寿命化
エ．環境配慮
オ．生産性、効率化の向上、低コスト化
カ．多品種少量生産

医療・健康・介護
ア．安全性、清浄度の向上
イ．高精細化
ウ．高機能化
エ．高信頼性

環境・エネルギー

ア．環境負荷低減
イ．効率化
ウ．耐久性

自動車 ア．安全性・快適性
イ．高付加価値化
ウ．軽量化
エ．新素材への対応
オ．新動力の導入
カ．短納期化

スマートホーム
ア．精密化・微細化
イ．高付加価値化
ウ．短納期開発・フレキシブル生産・安全性
エ．コンデンサ等電子部品性能の高度化

特定ものづくり基盤技術「６．立体造形技術」 川下製造業者等が抱える課題及びニーズ

川下分野 課題及びニーズ

工作機械・ロボット

ア．高機能化
イ．耐久性

電池
ア．大容量化
イ．高出力化
ウ．小型・軽量化
エ．高寿命化
オ．安全化
カ．耐熱化（高耐熱樹脂の使用）
キ．生産性向上

光学機器

ア．高機能化
イ．高付加価値化



特定ものづくり基盤技術「６．立体造形技術」 高度化目標の達成に資する特定研究開発等の実施方法

技術開発の方向性

（１）高機能化に対応した技術開
発の方向性

①高強度化
②高精度化
③複雑形状化
④振動減衰性の向上
⑤剛性及び靱性の向上
⑥耐摩耗性の向上
⑦耐熱性及び耐焼付き性の向上
⑧耐食性の向上

（２）軽量化に対応した技術開発
の方向性

①薄肉化・微細形状の造形技術
②軽量素材の利用
③新部素材の利用
④ダイカスト等の金型の高品質化

（３）省資源・環境配慮に対応し
た技術開発の方向性

①省資源・環境対応
②省エネルギー
③廃棄物削減
④有害物質の削減・代替、除去、無害化
⑤作業環境の改善

（４）コスト削減と短納期化に対応
した技術開発の方向性

①高速成形
②一体化成形・融合製造
③加工レス
④不良率低減

（５）積層造形技術を用いた当該
技術等製造方法に関連した技術開
発の方向性

①材料等の対象拡大
②高精度化
③作業効率化

（６）ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した
技術開発の方向性

①センサ技術等を活用した信頼性の高いデータの取得・蓄積
②ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による設備等の予知保全・遠隔保守、運用最適化、匠の技のデジタル化等を通じた立体造
形に係る技術開発の効率化・生産性向上

③ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による新たなサービス創出

⑨低熱膨張性の向上
⑩機能美の向上
⑪信頼性の向上
⑫高磁性特性化
⑬熱・電気伝導性の向上
⑭撥水性等の表面特性の向上
⑮生体適合性の向上
⑯光学特性の向上

⑤ＩＴの活用
⑥トレーサビリティ
⑦リードタイム短縮
⑧少量多品種生産



サポイン採択年度 プロジェクト名 研究開発体制

平成26年度 鋳鉄の耐摩耗性の向上及び安定化技術の開発
(有)渡辺鋳造所、(株)ナガセ、ワタナベ・コア(有)、
山形県工業技術センター、秋田大学、
(公財)山形県産業技術振興機構

平成26年度
大型薄肉ダイカスト部品の洩れ・鋳巣欠陥を解決する、
半凝固・低圧力・高速射出充填ダイカスト法の開発

日比野工業(株)、東北大学、(公財)中部科学技術センター

平成26年度
国民病「顎関節症」の治療に最適な
革新的次世代型開口訓練システムの開発

山科精器(株)、東京医科歯科大学、
滋賀県工業技術総合センター、(公財)滋賀県産業支援プラザ

特定ものづくり基盤技術「６．立体造形技術」 研究開発事例










